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２
月
１
７
日
（
日
）
京
浜
急
行
品
川
駅
発
７

時
１
０
分
の
特
急
三
崎
口
行
に
乗
車
。 

各
々
お
得
な
三
浦
半
島
ワ
ン
デ
イ
切
符
を

購
入
し
て
乗
車
。
三
崎
口
駅
に
８
時
２
３
分
着
。

降
り
立
っ
た
の
は
太
田
、
星
野
（
幸
）、
坂
巻
、

松
本
、
有
倉
、
宗
像
、
谷
田
、
神
山
、
初
参
加

の
澤
、
和
田
、
星
野
、
岩
岳
、
菊
池
、
戸
丸
の

１
４
名
。 

駅
前
２
番
乗
り
場
か
ら
、
８
時
４
０
分
発
の

城
ヶ
島
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
込
む
。
駅
前
に
は

河
津
桜
ら
し
き
花
が
か
な
り
咲
い
て
い
た
。 

バ
ス
は
三
浦
半
島
の
先
端
に
向
か
っ
て
下

っ
て
ゆ
き
三
崎
港
を
経
由
し
て
く
ね
く
ね
と

海
岸
線
に
沿
っ
て
曲
が
っ
て
行
き
、
有
料
の
城

ヶ
島
大
橋
を
渡
る
。 

９
時
４
分
、
城
ヶ
島
に
渡
っ
て
最
初
の
白
秋

碑
前
バ
ス
停
で
下
車
。 

橋
の
た
も
と
の
白
秋
碑
の
建
つ
浜
辺
に
向

か
っ
て
橋
の
下
を
く
ぐ
っ
て
進
む
。 

９
時
８
分
、
白
秋
碑
に
到
着
。
高
さ
４
ｍ
ほ

ど
も
あ
る
立
派
な
石
の
詩
碑
だ
。
「
雨
は
降
る

降
る
・
・
・
」
す
ぐ
目
の
前
の
海
は
驚
く
ほ
ど

水
が
き
れ
い
で
東
京
湾
と
相
模
湾
の
間
に
あ

る
の
に
と
て
も
澄
ん
だ
海
だ
。
浜
辺
に
は
貝
殻

が
沢
山
あ
る
。
空
に
は
ト
ン
ビ
が
沢
山
飛
ん
で

い
る
。
餌
が
沢
山
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

 

円
く
な
っ
て
自
己
紹
介
と
坂
巻
さ
ん
指
導

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
。
す
ぐ
横
に
あ
る
白
秋

記
念
館
に
寄
ろ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
１
０

時
開
館
と
い
う
こ
と
で
あ
き
ら
め
る
。 

９
時
２
５
分
、
再
出
発
。
先
ほ
ど
の
バ
ス
停

方
向
に
戻
る
。
バ
ス
停
横
の
駐
車
場
の
歩
道
を

右
方
向
に
進
む
。
駐
車
場
奥
に
は
菜
の
花
が
今

を
盛
り
と
咲
い
て
い
る
。 

９
時
３
３
分
、
右
の
ト
ン
ネ
ル
で
道
路
の
下

を
く
ぐ
る
。
突
き
当
り
を
左
に
緩
や
か
な
上
り

の
歩
道
を
進
む
。
足
元
に
は
水
仙
が
咲
い
て
い

る
。
花
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
て
い
る
よ
う
だ
が
こ

の
と
こ
ろ
の
寒
さ
の
せ
い
か
花
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
た
。 

９
時
４
０
分
、
公
園
駐
車
場
入
り
口
通
過
。

沢
山
の
水
仙
が
迎
え
て
く
れ
た
。
良
い
香
り
が

漂
っ
て
い
る
。 

９
時
４
７
分
、
左
側
に
ベ
ン
チ
が
現
れ
、
水

仙
の
向
こ
う
に
海
が
見
え
る
、
小
休
止
。 

９
時
５
３
分
、
県
立
城
ヶ
島
公
園
入
口
を
通

過
。
周
囲
４
キ
ロ
ほ
ど
の
島
の
東
側
３
分
の
一

ほ
ど
が
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
広
い
芝
生
や
展

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
１
５
号 

２
０
１
９
年
３
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

小
さ
な
城
ヶ
島
は
自
然
が
い
っ
ぱ
い
！ 

島
を
ほ
ぼ
一
周
し
、
渡
船
で
三
崎
港
へ
、
名
物
の
鮪
で
打
ち
上
げ
。 
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望
台
や
ト
イ
レ
が
あ
り
家
族
連
れ
の
ピ
ク
ニ

ッ
ク
に
も
お
す
す
め
だ
。 

９
時
５
５
分
、
公
衆
ト
イ
レ
の
先
の
第
１
展

望
台
に
到
着
。
観
光
バ
ス
で
来
た
と
思
わ
れ
る

団
体
と
ニ
ア
ミ
ス
だ
が
、
彼
ら
は
登
ら
な
っ
た

の
で
我
々
は
上
っ
て
景
色
を
堪
能
す
る
。
南
側

に
広
が
る
太
平
洋
の
広
さ
と
地
球
の
丸
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
残
念
な
が
ら
富
士
山

は
見
え
な
か
っ
た
が
３
６
０
度
の
展
望
は
見

事
だ
。
釣
り
船
が
何
艘
も
見
え
て
い
る
。 

再
び
水
仙
の
香
り
に
誘
わ
れ
な
が
ら
歩
く

と
広
い
芝
生
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
に
到
着
。 

１
０
時
７
分
、
右
側
、
第
２
展
望
台
到
着
。

ま
た
少
し
東
側
に
進
ん
だ
の
で
房
総
方
面
が

良
く
見
え
る
。
鋸

山
ら
し
き
ピ
ー

ク
も
確
認
で
き

た
。
東
側
磯
の
先

に
は
白
く
小
ぶ

り
な
安
房
崎
灯

台
が
見
え
る
。
あ

の
辺
り
で
早
め

の
昼
食
予
定
だ
。 

１
０
時
１
５

分
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク

広
場
の
東
の
端

に
あ
る
階
段
を

下
り
て
行
く
。 

１
０
０
段
ほ

ど
の
階
段
を
降
り
る
と
景
色
は
大

自
然
に
一
変
す
る
。 

白
い
ロ
ー
ソ
ク
の
様
な
形
の
可

愛
い
灯
台
が
岩
場
の
先
に
立
っ
て

い
る
。
降
り
た
辺
り
で
昼
食
と
思

っ
て
い
た
が
北
寄
り
の
風
が
強
い

の
で
南
側
、
岩
を
右
に
回
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
に
陣
取
る
こ
と
に
し
た
。 

１
０
時
３
０
分
、
北
に
屏
風
の

よ
う
な
崖
が
あ
り
東
側
に
大
き
な

岩
の
あ
る
風
の
弱
い
場
所
で
昼
食

準
備
開
始
。
松
本
さ
ん
と
宗
像
さ

ん
が
ト
ン
汁
の
料
理
を
始
め
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
で
他
１
２
名
は

灯
台
周
辺
の
散
策
に
出
か
け
る
。 

安
全
の
た
め
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ

て
岩
場
を
歩
く
。
不
安
定
な
岩
場

を
歩
い
て
ゆ
く
と
灯
台
ま
で
の
岩

場
に
は
細
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道

が
で
き
て
い
る
。
灯
台
手
前
に
は

そ
の
道
に
一
部
波
し
ぶ
き
が
打
ち

寄
せ
て
い
て
滑
ら
な
い
よ
う
に
慎

重
に
歩
く
。
着
い
て
み
る
と
高
さ

２
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
は
あ
り
そ
う

な
な
か
な
か
立
派
な
灯
台
だ
。
磯

を
楽
し
み
な
が
ら
昼
食
場
所
に
戻

る
。 ト

ン
汁
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
。

火
を
強
め
て
仕
上
げ
に
か
か
る
。

３
月
１
７
日
（
日
）
丹
沢
の
不
老
山
（
９
２
８
ｍ
）
で
す
。 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
約
５
時
間 

 
 

 
 

小
田
急
線
新
松
田
か
ら
西
丹
沢
自
然
教
室
行
バ
ス
で
棚
沢

キ
ャ
ン
プ
場
下
車
。
下
山
は
御
殿
場
線
駿
河
小
山
駅
。 

 
 ○

持
ち
物 

お
弁
当
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
雨
具
、
傘
、 

カ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、

地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、
（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な

ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー

パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ

イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他
。 

 

●
申
し
込
み
は
３
月
１
５
日
（
金
）
ま
で
に 

 

現在の収支 

繰越     36721 円 

入金       706 円 

 

支出 

印刷費    1000 円 

コピー代   400 円 

現在高   36027 円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

１
９
１
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ３月１７日(日) 

小田急線新宿駅 ６：３１発 

急行小田原行き（前から３両目） 
 

途中駅発  

代々木上原 6：36 下北沢 6：39 

経堂 6：42 成城学園前 6：47 登戸 6：51 

向ケ丘遊園 6：55 新百合ヶ丘 7：02  

町田 7：11 海老名 7：25 

新松田８：01着 (バス乗り換え) 

８：２５発 西丹沢自然教室行き 

８：５８着 棚沢キャンプ場下車 
 

三
崎
港
で
の
打
ち
上
げ
残
金

７
０
６
円
を
入
金
し
ま
し
た
。 
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レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
の
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
？
に

い
つ
も
の
よ
う
に
お
い
し
い
手
作
り
料
理
が

並
ぶ
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
日
本
酒
も
あ
り
。
熱
々

の
お
い
し
い
ト
ン
汁
が
出
来
上
が
り
お
代
わ

り
も
し
て
お
腹
は
一
杯
。 

１
２
時
２
０
分
、
出
発
。
磯
か
ら
少
し
西
側

の
階
段
を
上
り
第
２
展
望
台
の
前
で
ト
イ
レ

タ
イ
ム
。
公
園
南
側
の
道
で
公
園
出
口
に
向
か

う
。 １

２
時
４
０
分
、
公
園
の
出
口
を
通
過
。
左

側
を
進
ん
で
い
く
と
す
ぐ
に
水
仙
の
群
生
地
。

左
に
水
仙
畑
の
中
に
入
る
道
が
あ
り
こ
こ
に

入
っ
て
ゆ
く
。
良
い
香
り
が
広
が
っ
て
い
る
。

す
ぐ
に
右
の
道
に
戻
る
。 

１
２
時
４
７
分
、
左
に
馬
の
背
洞
門
へ
の
道

が
現
れ
こ

れ
を
入
っ

て
ゆ
く
。

道
の
両
側

に
は
や
は

り
水
仙
が

並
ん
で
咲

い
て
い
る
。 

１
２
時

４
９
分
、

ウ
ミ
ウ
展

望
台
。
半

島
状
に
突

き
出
た
岬

は
岩
の
部
分
が
白
く
な
っ
て
い
る
。
ア
ッ
プ
で

見
る
と
沢
山
の
ウ
ミ
ウ
ら
し
き
鳥
が
休
ん
で

い
る
。
白
い
の
は
ウ
ミ
ウ
の
糞
か
も
し
れ
な
い
。 

１
２
時
５
４
分
、
右
、
城
ケ
島
灯
台
と
の
分

岐
点
。
左
の
馬
の
背
洞
門
へ
進
む
。
少
し
進
む

と
海
が
広
が
り
眼
下
の
磯
手
前
に
洞
門
の
岩

が
見
え
て
い
る
。 

階
段
を
下
り
て
洞
門
の
前
に
到
着
。
景
色
も

い
い
の
で
記
念
撮
影
と
こ
こ
で
少
し
長
い
休

憩
。
磯
の
岩
場
は
遊
び
場
と
し
て
も
絶
好
だ
。 

１
時
２
０
分
、
出
発
。
砂
浜
と
磯
の
混
じ
っ

た
海
岸
沿
い
を
、
ル
ー
ト
を
選
び
な
が
ら
岩
の

段
差
と
砂
に
気
を
付
け
な
が
ら
進
む
。 

１
時
５
９
分
、
建
物
の
奥
に
城
ケ
島
灯
台
の

姿
が
見
え
る
。
右
に
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
り
小
休

止
。 分

岐
を
右
方
向
に
鮪
料
理
店
の
横
を
進
ん

で
ゆ
く
。
左
側
に
城
ケ
島
灯
台
公
園
と
書
い
た

小
さ
な
灯
台
型
の
標
識
。
左
に
階
段
が
あ
り
こ

れ
を
登
っ
て
ゆ
く
。 

２
時
５
分
、
城
ヶ
島
灯
台
着
。
そ
の
ま
ま
西

方
向
に
下
り
て
行
く
。
長
津
呂
の
磯
を
見
な
が

ら
右
方
向
に
曲
が
っ
て
ゆ
く
。 

２
時
１
１
分
、
城
ヶ
島
京
急
ホ
テ
ル
前
を
通

過
し
て
な
お
も
海
岸
線
に
沿
っ
て
右
方
向
に

回
り
込
む
。
特
徴
的
に
層
に
な
っ
て
い
る
岩
を

つ
な
ぐ
様
に
ジ
グ
ザ
グ
に
架
か
る
観
光
橋
を

通
過
。 

突
き
当
り
を
左
に
行
く
と
バ
ス
停
城
ケ
島

の
エ
リ
ア
に
到
着
。
土
産
店
や
鮪
料
理

の
店
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
。
そ
の
ま
ま
ま

っ
す
ぐ
進
む
と
城
ヶ
島
渡
船
白
秋
の
船
着
き

場
に
到
着
。
５
分
ほ
ど
の
渡
船
だ
が
海
を
渡
る

の
は
楽
し
い
。 

２
時
５
０
分
頃
、
三
崎
港
に
到
着
。
港
の
横

に
あ
る
産
直
セ
ン
タ
ー
「
う
ら
り
」
で
鮪
や
野

菜
を
買
っ
て
こ
こ
で
解
散
。
さ
す
が
に
鮪
の
店

が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
。
大
き
な
三
浦
大
根

を
購
入
、
重
さ
が
５
．
５
キ
ロ
も
あ
っ
た
。 

そ
の
後
残
っ
た
１
１
名
で
す
ぐ
裏
の
鮪
料

理
店
で
打
ち
上
げ
し
て
帰
京
。 
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